
大杖　正彦 議員

人口減少にどう対応するか
有効な施策で減少を抑える町 長

【
大
杖
】
日
本
の
人
口
は

8
年
間
で
１
８
３
万
人
減

少
し
た
。

　

大
山
町
は
65
歳
以
上
が

50
％
以
上
の
限
界
集
落
が

34
、
55
歳
以
上
が
50
％

以
上
の
準
限
界
集
落
が

１
２
７
あ
り
、
20
年
後
に

は
人
口
が
1
万
人
を
割
る

と
推
測
さ
れ
る
。
大
幅
な

人
口
減
少
で
緊
縮
財
政
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
も
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
ゼ
ロ
に
す

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

住
民
が
主
体
と
な
っ
た

ま
ち
づ
く
り
が
望
ま
れ
る

が
、
町
長
は
ど
う
対
応
す

る
考
え
か
。

【
町
長
】
人
口
減
少
は
避

け
て
通
れ
な
い
。
1
万
人

未来をも語る自主組織会議

外
国
人
観
光
客
を呼

び
込
む
に
は

来
訪
者
満
足
度
を
高
め
た
い

【
大
杖
】
人
口
減
少
を
最

低
限
に
抑
え
た
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
大

山
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

第
1
次
産
業
と
観
光
の
振

興
が
重
要
で
あ
る
と
町
長

は
述
べ
て
い
る
。

　

２
０
２
０
東
京
オ
リ
・

パ
ラ
、
２
０
２
５
大
阪
万

博
と
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が

続
き
、
外
国
人
観
光
客
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、

観
光
振
興
に
欠
か
せ
な
い

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
取
り

組
み
は
。

【
町
長
】
大
山
町
だ
け
で

は
規
模
が
小
さ
い
。
県
や

ほ
か
の
観
光
推
進
機
構
と

連
携
し
て
大
山
圏
域
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
周
遊
で
き
る
企
画
を

実
施
す
る
な
ど
、
来
訪
者

満
足
度
を
高
め
た
い
。

町 長

を
割
っ
て
も
住
民
が
心
豊

か
に
楽
し
く
暮
ら
せ
る
べ

き
と
考
え
る
。

　

減
少
を
抑
制
す
る
た
め

子
育
て
支
援
や
住
宅
環
境

整
備
を
進
め
る
。

【
大
杖
】
人
口
減
少
に
合

わ
せ
「
小
さ
な
行
財
政
」

を
め
ざ
す
べ
き
で
あ
る
。

住
民
の
力
を
活
用
す
る
考

え
か
ら
無
駄
な
事
業
を
削

減
し
、
徐
々
に
委
託
す
る

施
策
が
求
め
ら
れ
る
が
。

【
町
長
】
各
課
で
自
主
組

織
側
か
ら
管
理
運
営
の
要

望
を
受
け
て
調
整
し
条
例

改
正
を
行
い
、
指
定
管
理

者
と
し
て
業
務
を
委
託
し

た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

【
大
杖
】
来
訪
客
が
増
え

て
も
日
帰
り
で
消
費
が
伸

び
な
い
と
い
う
課
題
が
大

き
い
が
。

【
町
長
】
町
内
の
集
落
、

ま
ち
づ
く
り
の
組
織
な
ど

に
活
動
し
て
も
ら
い
、
伝

統
行
事
や
催
し
物
を
継
承

し
、
訪
日
外
国
人
客
へ
提

供
し
て
も
ら
い
た
い
。
今

後
は
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
体
験
型
旅

行
が
主
流
と
な
る
。

大山の魅力を堪能する外国人観光客

2019 年10月　議会だよりだいせん 58号　22

定
　
例
　
会

質
疑
・
討
論

審
議
結
果

視
察
報
告

お
知
ら
せ

委
員
会
報
告

一
般
質
問


